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この報告書について

「株式会社 羽車　活動報告書」は、私たちが皆
さまから親しまれ、お客様とともに創造性を高
める企業であり続けるために、企業理念や活動
をお伝えすることを目的に作成しています。同時
に、環境・品質・労働安全衛生への取り組みを透
明性をもって社内外に開示する報告書でもあり
ます。

私たちの事業活動や取り組み、地域社会やお客
様、そして社員とのつながりについて、ご一読い
ただけましたら幸いです。

株式会社 羽車
企画広報部　永田・柳 

対象期間　2021年10月～2022年9月　
発行　　　2022年12月

※誌面の写真について：撮影のため一時的
にマスクを外している社員もおりますが、社
内では適宜マスクを着用しております。
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87期の活動報告書が完成しましたのでお届けいたします。

コロナ禍による会社への影響は限定的で、新事業も軌道にのり業績は順調に推移しました。コロナ
により多くのスタッフが出社できない時期は、部署の垣根を越えて全スタッフがフォローしたことで
乗り切ることができました。

環境面においては、私たちのオリジナル開発紙は全て環境に配慮された作り方に変更しています。
紙だけでなく、製造工程においても環境に配慮されていることを条件としています。また、製造過程
で発生する余り紙は、87期も地元のこども園・保育園等にお配りし役立ててもらいました。

87期は、人材育成を目的とした社員研修を継続的に行いました。新しい取り組みとしては、社会課題
を扱った映画の上映会を社内で実施しました。初回は『プラスチックの海』を鑑賞し、SDGsとして私
たちが向き合う問題を知る機会を提供しました。研修や上映会後には懇親会を催し、仕事以外での
社員間コミュニケーションを促進しています。

また社員向けイベント「チーム対抗ウォーキングチャレンジ」は、日頃の運動不足解消につながり健
康経営に寄与しています。

この報告書は「事業・環境・地域・社員」そして「社会」との繋がりや取り組みを紹介したものです。 
ご一読いただき、私たちの仕事への理解と忌憚のないご意見をいただければ幸いです。

羽車は2023年に創業105年を迎えます。これからも企業の社会的
責任を果たし、世の中に必要とされる100年企業を目指す所存です。
引き続きご指導のほどよろしくお願いします。

社名　　　株式会社 羽車

創業　　　1918.10.7　　　設立　　1936.1.1

代表者　　杉浦正樹　　　　社員数　160名

事業内容　封筒・紙製品の企画・製造・販売、インターネットによる通信販売

事業所　 　本社（大阪府堺市）　東京オフィス・ショールーム                                                    

関連会社　株式会社ウイングド・ウィール

はじめに

代表取締役社長
杉浦　正樹

代表より
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期 期 期 期 期

実績 実績 目標 実績 達成状況 目標 目標 目標

購入電力 ×

液化天然ガス（都市ガス） ×

ガソリン ℓ 〇

排出量 ｋｇ 〇

〇

×

ｋｇ ×

期環境目標と実績

単位
期

の
削減

松 原 倉 庫電力の の排出係数は する

松 原 倉 庫エレベーター電力の の排出係数は とす

項目

廃棄物

水使用量

コピー用紙

東京営業所購入電力の の排出係数は とする（東京電力エナジーパートナー 年度）

本　　　　 社購入電力の の排出係数は とする（関西電力：再エネを使用）

本社外灯テスラー の排出係数は とする
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項目 単位 目標値 実績値 目標達成手段 担当部署

購入電力の削減
昼食時、不使用部屋の消灯、パソコ
ン電源 空調フィルター清掃、漏
電検査、加工効率の向上

全社 未達成

都市ガスの削減 ㎥
冷暖房設定温度の適正化、
帰社時のスイッチ 確認
フィルターの清掃

本社 未達成

ガソリンの削減 ℓ 急発進急加速・空ぶかしの禁止、積
載物の適正化 全社 達成

排出量の削減 上記 項目の達成手段による 全社 達成

廃棄物の削減 分別廃棄の徹底、不要原紙の再利用 全社 達成

水使用量の削減 ㎥ 水の出し過ぎ禁止、使用後の止水確
認、節水表示 全社 達成

コピー用紙の削減 ミスコピーの防止、両面コピーの徹
底、回覧板・共有ファイルの活用 全社 未達成

購入電力の削減 前年度比 ％

都市ガスの削減 ㎥ 前年度比 ％

ガソリンの削減 ℓ 前年度比 ％

排出量の削減 前年度比 ％

廃棄物の削減 前年度比 ％

水使用量の削減 ㎥ 前年度比 ％

コピー用紙の削減 前年度比 ％

期（２０２１年１０月～２０２２年９月）環境活動計画と評価

評価

次年度の取組内容
項目 次年度目標値 次年度達成手段

タブレット端末・回覧板・共有ファイル。メールの活用

生産工程の待機時間縮小、前処理の合理化、空調温度の適正化、ヒーターの
適正化

冷暖房設定温度の適正化、帰社時のスイッチＯＦＦ確認

エリア別営業活動の見直し、アイドリングストップ、急加速・急停止の禁止

授記４項目の達成手段による

分別の徹底

水の出し過ぎ禁止、使用後の止水確認、節水表示
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87期関連法規遵守状況

適用される主な環境関連法規制
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羽車では、1,000種類以上の封筒、カード、箱、冊子、パッケージなどの紙製品、お客様のご要望に応じ
た別注品（オリジナルオーダー）の製造販売を行っています。

事業活動

保有設備　
断裁機　5台
抜き加工機　8台
平判製袋機　6台
洋形製袋機　4台
輪転製袋機　7台
印刷機　48台
セロ窓加工機・口糊加工機・
製本機・製函機など　45台

営業拠点
大阪・東京の各営業拠点では外勤営業とカス
タマーセンターを設け、迅速に対応できる体制
をとっています。
インターネットでの通信販売も行っておりま
す。東京（表参道）のショールーム・大阪本社カ
スタマーセンターは、商品を直接手に取り相談
や注文ができるスペースとしてご活用いただ
いています。

合計　      123台
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私たちが目指す人物像

誰からも声をかけられやすく、

いつも心が笑顔の人

目標を達成するために最大限の

努力をしている人

常に謙虚であり、言葉づかいや

振る舞いに品がある人

人を喜ばせたり感動させたりする

ことが好きな人

新しいことに挑戦し、自分や

チームを変えていける人

日々の仕事に楽しさや、

やりがいを見いだせる人

周りの人の仕事を助け、

チームワークの大切さを示せる人

アートとユーモアを愛する人

自身の健康と環境問題に

日頃から取り組んでいる人

自分の考えを持ち、率先して

発言できる人

経営理念

「良いデザインを共につくる」

私たちが事業をする目的

社会に対して

良いデザインを共につくる

③社会課題に向き合い、
新しい企業文化を発信する

社員に対して

②働く人の個性を尊重し、
成長の機会と安心感を与える

お客様に対して

①お客様のブランド力を高め、
その良さを世の中に伝えるお手伝い
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労働安全衛生は最も重要であると考えます。私たちは、全ての社員が安全と健康を通じて豊かな人
生を享受できることが、企業の社会的責任でもあると重要視しています。

労働安全衛生への取り組み

当社で使用する印刷インキや糊などの化学物質に関しては、リスクアセスメント※にて成分評価を行

い、労働者への危険性および健康有害性の低減物資使用に積極的に取り組んでいます。また、オフセ

ット印刷の刷版は、化学物質を使用した現像処理機を使わない製版作製を行い、化学物質ゼロにも

継続して取り組んでいます。

87期の新たな取り組みは、樹脂版作製時の廃液乾燥処理装置の導入です。

活版印刷用の樹脂版作製には、樹脂の不要部分を水洗いするため廃液が発生します。今までは産業

廃棄会社へ依頼していましたが、2022年5月に廃液乾燥処理装置を増設し、樹脂を含んだ廃液を乾

燥させ固形の産業廃棄物として処理できるようになりました。

水の使用量を1/20以下で抑え、節水にもつながっています。

※リスクアセスメント：労働災害につながる原因を洗い出し、
　除去、低減するための手法

化学物質などのリスクアセスメン

・ リスクアセスメントに基づいた設備の安全対策、作業環境の整備や安全基本行動の徹底
・ 労働安全衛生活動の推進
・ 新型コロナウイルス感染症対策への取り組み
　作業台パーティションの設置、作業前後のアルコール消毒、検温実施、
　各フロアの人流管理、換気を1日に10回（1時間ごと）実施

）考参を針指の所験試生衛（   
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8在現。たしまし足発がムーチトクェジロプ内社の）標目発開な能可続持（sGDSに月6年0202、はで車羽
つの取り組みについて活動しています。新しい取り組みとしては、2022年9月に社内でプラスチックの
環境問題に関する映画の上映会・意見交換会を実施して24名が参加し、海洋汚染の問題を今一度考
える良い機会になりました。今後も、適宜見直しを行いながら、より良い取り組みの継続を目指します。

SDGs

健康宣言　従業員の予防・健康づ
くりの取り組み

ウォーキングイベント
118名参加、全体での一日平均歩
数は6,747歩（2022年4月実施）

社内敷地内の全面禁煙
（2022年1月～）

アイシティeco プロジェクトに参加　空
ケースの回収（7.02kgを寄付）

堺市主催　登美丘西こども園での余り
紙ワークショップへの協力

本社工場電力を100%再生エネル
ギーに（2021年7月より）

SDGsメンバー
事務局長　田中

女性雇用の充実 育児休暇取得の促
進 ライフスタイルに合わせた勤務
体制

ミャンマーの子供たちに絵本翻訳シール
を貼る社内ボランティア活動
（32名が参加）

社内図書にて自然科学雑誌「ナショナル
ジオグラフィック」を貸出
（87期 延べ34名が利用）

外国人デザイナーとのコラボレーショ
ン 4か国

環境配慮の羽車オリジナル原紙を新たに 2種類を開発。全 24 種類とな
り、主力商品の多くがエコを考えた商材となりました。また工場では、
3Rの実施や廃番品・余り紙の販売によって、87期の廃棄率は月平均
28.6%となり、前期より－2.7%減少しました。2030 年までの目標廃棄
率 17%を目指し取り組みを継続します。
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